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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第16期

第３四半期連結
累計期間

第17期
第３四半期連結
累計期間

第16期

会計期間

自平成22年
４月１日
至平成22年
12月31日

自平成23年
４月１日
至平成23年
12月31日

自平成22年
４月１日
至平成23年
３月31日

売上高（百万円） 16,777 16,127 22,346

経常利益（百万円） 1,744 1,076 2,237

四半期（当期）純利益（百万円） 980 464 1,071

四半期包括利益又は包括利益

（百万円）
979 464 1,070

純資産額（百万円） 11,274 11,624 11,365

総資産額（百万円） 14,181 14,083 14,530

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
14,321.796,777.6115,642.72

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
- - -

自己資本比率（％） 79.5 82.5 78.2

　

回次
第16期

第３四半期連結
会計期間

第17期
第３四半期連結
会計期間

会計期間

自平成22年
10月１日
至平成22年
12月31日

自平成23年
10月１日
至平成23年
12月31日

１株当たり四半期純利益金額

（円）
4,994.722,687.85

　   （注）1. 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

　　　　　　　しておりません。　　

           2. 売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　　　   3. 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益は、潜在株式がないため記載しておりません。

　　　　   4. 第16期第3四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」  

              （企業会計基準第25号　平成22年6月30日）を適用し、遡及処理しております。

　   　

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。 
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　　　当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　　　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。　

　　

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）経営成績の分析

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の影響による経済活動停滞から一部持ち直し傾

向はあるものの、欧州金融危機や歴史的な円高・株安の進行などの影響により国内景気の先行きに対する不透明感

は払拭できない状況が続いております。

当業界におきましても、個人所得の低迷や雇用環境への不安による節約志向が継続しており外食を手控えるなど

の生活防衛意識は強く、また、食への安心・安全に関する問題が発生するなど、極めて厳しい状況が続いておりま

す。

このような環境の下、当社グループといたしましては、「お客様に喜んでいただき、選んでいただく店舗作り」を

目指し、「食肉の専門集団」である強みを活かした食肉の知識と技術を駆使し、お客様にとって価値感・満足感の

ある商品を提供するなど他社との差別化を図り、既存店の立て直しを行ってまいりました。

当第３四半期連結会計期間末の店舗数につきましては、「あみやき亭」2店舗（北方店、大垣南店）、焼肉「スエ

ヒロ館」2店舗（武蔵村山店、梅島店）、「美濃路」5店舗（砂田橋店、津島店、豊川店、大垣店、岩塚店）を新規出店

し、184店舗となりました。

売上高は、16,127百万円（前年同期比3.9%減）、営業利益992百万円（前年同期比42.0%減）、経常利益1,076百万

円（前年同期比38.3%減）、四半期純利益464百万円（前年同期比52.7%減）となりました。

また、株式会社あみやき亭単体の当第３四半期累計期間の業績は、売上高14,102百万円（前年同期比3.1%減）、営

業利益1,179百万円（前年同期比30.9%減）、経常利益1,250百万円（前年同期比29.4%減）、四半期純利益668百万円

（前年同期比29.5%減）と減収減益となりました。
　
セグメントの業績は、次のとおりであります。
　

＜焼肉事業＞

焼肉事業の当第３四半期連結会計期間末の店舗数は4店舗新規出店した結果、117店舗となりました。内訳は、あみ

やき亭99店舗、かるび家5店舗、スエヒロ館13店舗であります。

焼肉事業におきましては、当社が経営する「あみやき亭」では、品質の向上に徹底的にこだわり「お客様にとっ

て価値感・満足感のある商品」の提供に努め、既存店立て直しを行ってまいりました。

株式会社スエヒロレストランシステムが経営する「スエヒロ館」につきましては、「かるび家」からの業態変更

と新規出店を行っており、「食肉の専門集団」である強みを活かした商品の提供を行ってまいりました。

以上の結果、焼肉事業の当第３四半期連結累計期間の売上高は、12,435百万円（前年同期比4.2%減）となりまし

た。
　
＜焼鳥事業＞

焼鳥事業の当第３四半期連結会計期間末の店舗数は5店舗新規出店した結果、58店舗となりました。焼鳥事業はす

べて「元祖やきとり家美濃路」で展開しております。

焼鳥事業におきまして、引続き焼き師認定制度を活用した炭火で1本1本手焼きする「焼き」の技術向上に努める

とともに、「美味しくて、安い」焼鳥や釜めしの提供に努めました。

また、店舗運営向上策といたしまして、店長育成プログラムに基づいた接客・サービスのレベル向上に向けた社

員教育の取組みを行ってまいりました。

以上の結果、焼鳥事業の当第３四半期連結累計期間の売上高は、3,036百万円（前年同期比5.4%増）となりまし

た。
　
＜その他の事業＞

その他の事業の当第３四半期連結会計期間末の店舗数は、9店舗であります。

内訳は、株式会社スエヒロレストランシステムが経営する、レストランの「スエヒロ館」6店舗、居酒屋「楽市」3

店舗であります。

レストランの「スエヒロ館」につきましては、「食肉の専門集団」である当社グループの強みを活かした低価格

の「100%国産ハンバーグ」「国産牛ステーキ」を提供するハンバーグ・ステーキの専門店として、引続き品質の向

上に努めてまいりました。

また、居酒屋「楽市」につきましても、メニュー開発を行うとともに商品の品質向上やお客さまの立場に立った

接客・サービスの向上に努めてまいりました。

以上の結果、その他の事業の当第３四半期連結累計期間の売上高は656百万円（前年同期比28.7%減）となりまし

た。
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（２）事業上及び財務上の対処すべき課題　

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

（３）研究開発活動

　該当事項はありません。

 

（４）財政状態の分析　

（資産の部）

　当第３四半期連結会計期間末の資産の内、流動資産は主に、現金及び預金の減少等により5,726百万円となり、

前連結会計年度末と比較して、957百万円減少しました。

　固定資産は主に、建物の増加等により8,356百万円となり、前連結会計年度末と比較して、509百万円の増加と

なりました。　

　以上の結果、資産の部は、14,083百万円となり、前連結会計年度末と比較して、447百万円の減少となりました。

（負債の部）

　当第３四半期連結会計期間末の負債の内、流動負債は主に、未払法人税等の減少等により2,114百万円となり、

前連結会計年度末と比較して、731百万円減少しました。

　固定負債は主に、資産除去債務の増加等により343百万円となり、前連結会計年度末と比較して、24百万円の増

加となりました。

　以上の結果、負債の部は、2,458百万円となり、前連結会計年度末と比較して、706百万円の減少となりました。　

　

（純資産の部）

　当第３四半期連結会計期間末の純資産の部は主に、利益剰余金の増加等により11,624百万円となり、前連結会

計年度末と比較して、259百万円の増加となりました。

　以上の結果、自己資本比率は、82.5％となり前連結会計年度末と比較して、4.3ポイント増加となりました。 
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 144,000

計 144,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成23年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年２月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 68,488 68,488

東京証券取引所

（市場第一部）

名古屋証券取引所

（市場第一部）

当社は単元株制

度は採用してお

りません。

計 68,488 68,488 － －

（２）【新株予約権等の状況】

 該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成23年10月１日～　

平成23年12月31日　
- 68,488 - 2,473 - 2,426

（６）【大株主の状況】

　当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。

（注）当第３四半期会計期間において、チャレンジブイコーポレーション有限会社及び、その共同保有者であ

　　　る佐藤啓介氏、佐藤きい氏から平成24年１月23日付で東海財務局長に提出された大量保有報告書（変更

　　　報告書）により、以下の株式を保有している旨の報告を受けておりますが、当社として当第３四半期会

　　　計期間末における実質所有株式数の確認ができておりません。

　　　なお、大量保有報告書（変更報告書）の内容は以下のとおりであります。　　　　　　　　　　　　

　氏名又は名称 　住所
所有株式数

（株）

発行炭株式総数に対する

所有株式数の割合（％）　

　チャレンジブイコーポレーショ

　ン有限会社
　愛知県小牧市桃ヶ丘2丁目10番2号　17,140 　25.03

　佐藤　啓介 　愛知県小牧市 　10,900 　15.92

　佐藤　きい 　愛知県小牧市 　2,050 　2.99

　合計 　－ 　30,090 　43.93
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成23年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 

①【発行済株式】

　 平成23年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

　無議決権株式 - - -

　議決権制限株式（自己株式等） - - -

　議決権制限株式（その他） - - -

　完全議決権株式（自己株式等） - - -

　完全議決権株式（その他） 　普通株式68,488 68,488

権利内容に何ら限定のない

当社における標準となる株

式

　単元未満株式 - - -

　発行済株式総数 68,488 - -

　総株主の議決権 - 68,488 -

 

②【自己株式等】

　 平成23年12月31日現在

所有者の氏名又は

名称
所有者の住所

自己名義所有株式

数（株）

他人名義所有株式

数（株）

所有株式数の合計

（株）

発行済株式総数に

対する所有株式数

の割合（％）

- - - - - -

計 - - - - -

 

２【役員の状況】

　　　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次の通りです。

 　 （１）役職の異動
新役名 新職名　 旧役名　 旧職名　 氏名 異動年月日

取締役
マーケティング本

部長　
常務取締役　

マーケティング本

部長　
福井　啓雄　 平成23年７月１日　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　　　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成23年10月１日から平成

23年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,124 5,061

預け金 61 176

売掛金 2 2

商品及び製品 37 45

原材料及び貯蔵品 123 177

繰延税金資産 114 32

その他 220 228

流動資産合計 6,683 5,726

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 4,540 4,933

構築物（純額） 366 413

機械及び装置（純額） 178 211

車両運搬具（純額） 4 4

工具、器具及び備品（純額） 198 210

土地 489 516

建設仮勘定 72 25

有形固定資産合計 5,851 6,314

無形固定資産

ソフトウエア 11 6

その他 45 50

無形固定資産合計 57 57

投資その他の資産

投資有価証券 9 9

長期貸付金 263 254

繰延税金資産 205 211

差入保証金 999 1,017

その他 460 491

投資その他の資産合計 1,938 1,985

固定資産合計 7,847 8,356

資産合計 14,530 14,083
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 818 811

未払金及び未払費用 995 998

未払法人税等 590 13

引当金 158 93

その他 282 197

流動負債合計 2,846 2,114

固定負債

負ののれん 0 0

繰延税金負債 17 19

資産除去債務 224 243

その他 76 80

固定負債合計 318 343

負債合計 3,165 2,458

純資産の部

株主資本

資本金 2,473 2,473

資本剰余金 2,426 2,426

利益剰余金 6,467 6,726

株主資本合計 11,368 11,626

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △2 △2

その他の包括利益累計額合計 △2 △2

純資産合計 11,365 11,624

負債純資産合計 14,530 14,083
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

売上高 16,777 16,127

売上原価 6,143 6,161

売上総利益 10,634 9,965

販売費及び一般管理費 8,921 8,972

営業利益 1,712 992

営業外収益

受取利息 12 11

受取配当金 0 0

協賛金収入 10 49

その他 10 22

営業外収益合計 34 83

営業外費用

その他 2 0

営業外費用合計 2 0

経常利益 1,744 1,076

特別利益

受取保険金 4 13

店舗閉鎖損失引当金戻入額 8 －

特別利益合計 12 13

特別損失

固定資産除却損 50 49

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 89 －

その他 4 0

特別損失合計 144 49

税金等調整前四半期純利益 1,612 1,039

法人税、住民税及び事業税 712 499

法人税等調整額 39 76

法人税等還付税額 △120 －

法人税等合計 632 575

少数株主損益調整前四半期純利益 980 464

四半期純利益 980 464
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 980 464

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △1 0

その他の包括利益合計 △1 0

四半期包括利益 979 464

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 979 464
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【追加情報】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

　　（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　　　第1四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び

　　誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月4日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に　　

　　関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月4日）を適用しております。　

　

【注記事項】

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び前第３四半期連結累計期間に係る四

半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費（無

形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

　

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

　　　　　減価償却費 531百万円 580百万円

　

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日）

配当に関する事項

配当金支払額

（決議） 株式の種類
　配当金の総額

（百万円）

１株当たり配当

額（円）
基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年6月16日

定時株主総会
　普通株式 102 1,500

平成22年3月31日

　
平成22年6月17日利益剰余金　

平成22年10月4日

取締役会
　普通株式 102 1,500

平成22年9月30日

　
平成22年12月9日利益剰余金　

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日）

配当に関する事項

配当金支払額

（決議） 株式の種類
　配当金の総額

（百万円）

１株当たり配当

額（円）
基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年6月15日

定時株主総会
　普通株式 102 1,500

平成23年3月31日

　
平成23年6月16日利益剰余金　

平成23年10月3日

取締役会
　普通株式 102 1,500

平成23年9月30日

　
平成23年12月9日利益剰余金　

 　

EDINET提出書類

株式会社　あみやき亭(E03398)

四半期報告書

12/17



（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）　

　

　

報告セグメント　　 　その他

（注）　
合計　

　焼肉事業 焼鳥事業 　　 計

売上高

　外部顧客への売上高　

   　 　

12,977 2,880 15,857 920 16,777

　セグメント間の内部売上高又は振替高 - - - - -

計 12,977 2,880 15,857 920 16,777

　セグメント利益又は損失（△） 1,521 246 1,768 △55 1,712

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、居酒屋事業及びレストラン事

業等を含んでおります。

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項）　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（百万円）　

利益 金額　

報告セグメント計　  1,768 

「その他」の区分の利益又は損失（△） 　△55  

全社費用　（注） 　0 

四半期連結損益計算書の営業利益   1,712  

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）　

　

　

報告セグメント　　 　その他

（注）　
合計　

　焼肉事業 焼鳥事業 　　 計

売上高

　外部顧客への売上高　

   　 　

12,435 3,036 15,471 656 16,127

　セグメント間の内部売上高又は振替高 - - - - -

計 12,435 3,036 15,471 656 16,127

　セグメント利益又は損失（△） 831 214 1,045 △52 992

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、居酒屋事業及びレストラン事

業等を含んでおります。

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項）　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（百万円）　

利益 金額　

報告セグメント計　 1,045

「その他」の区分の利益又は損失（△） △51

全社費用　（注） △1

四半期連結損益計算書の営業利益 992

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

　　１株当たり四半期純利益金額 14,321円79銭 6,777円61銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額（百万円） 980 464

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 980 464

普通株式の期中平均株式数（千株） 68 68

　(注） 潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

　

（重要な後発事象）

　　　　　該当事項はありません。

　

　

　

２【その他】

　中間配当に関する事項

　平成23年10月３日開催の取締役会において、当期中間配当につき、次のとおり決議いたしました。

　①中間配当による配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　102百万円

　②１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　　　　1,500円00銭

　③支払請求の効力発生日および支払開始日　　　　　 平成23年12月９日

　（注）平成23年９月30日現在の株主名簿に記載または記録された株主に対し、支払いを開始しました。　　　　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年２月13日

株式会社あみやき亭

取締役会　御中

有限責任　あずさ監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 山田　順　　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 楠元　宏　　　印

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社あみやき

亭の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成23年10月１日から平成

23年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年12月31日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作

成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められ

る監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社あみやき亭及び連結子会社の平成23年12月31日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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